山行実施報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

平成26年5月19日
	行き先　
	滝子山（1,620m）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：山梨県

	実施日／天候
	平成26年5月18日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天候：晴天

	参加者（氏名）
	〔計7名）

	　　

　　　


	新宿　＝＝＝　笹子駅　―――　寂ショウ尾根取付　―――　道証地蔵　―――　曲が沢峠分岐
7:35　　　　　9:20/9:35            10:10                10:35/10:45            11:45

造林小屋跡　―――　昼食　―――　大谷ヶ丸分岐　―――　滝子山　―――　檜平　
12:20　　　　　　12:30/12:45         13:20              13:37/13:50      14:45
林道分岐 ―――　初狩駅　―――　大月駅　―――　新宿
 15:50 　　　　　16:20/16/27     16:32/17:55      19:32
                             　  (反省会)

	費　用
	交通費          　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他
JR (新宿～笹子)　　　　1,940円　　　　　　
JR（初狩～新宿）　　　　1,490円　　　　　　　　　　　　　　　　　反省会　　3,300円
小計　　3,430円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　3,300円　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　6,730円

	所感ほか
	1 天候に恵まれ新緑の中、爽な汗を流した。
2 人気の山で登山者が多い。頂上は狭く混雑が激しい。
3 何日か雨が降っていない様子。山道はカラカラの状態で砂埃が著しい。

4 富嶽十二景の一つに数ええられているだけあって頂上からの富士山は絶景
5 まだ今冬の雪が山道に残っており、倒木が登山道を遮っている箇所多数
6 反省会は大月駅前の「月Café」で行った。初狩駅には飲食店が無い。

	一口アドバイス
	1 この季節山道には残雪があり、また倒木も多い。山道が分かりづらいので慎重に道標やふみ跡を見極めて行動すること。

	情報入手先電話番号等

	
	
	大月駅前飲食店
「月Café」電話：0554-25-2111


滝子山山行
5月の新緑の香る滝子山に登った。この滝子山は山梨県の百名山に数えられまた富嶽12景にも数えられている名の知れた山だ。休日とあって登山客は多い。我々のパーティーも総勢7名のかなりの人数だ。募集した時は6名でしたが、当日の駅にひょっこり瀬尾さんから「来たよ」と声をかけられ、結局7名のパーティーとなった。瀬尾さん、小沼さん、佐藤さん、長谷川さん、結城さん、鈴木さと筆者の7名だ。そのうち日本百名山登頂達成者が3名も含まれる豪華なパーティーだ。登山を開始する駅は中央線の笹子駅だ。笹子駅は無人駅で切符を確認する駅員がいない。初狩駅から笹子駅までの運賃を支払うつもりで下車したが結局支払うことができずなんだか得したような気持になった。笹子駅周辺は水が豊かだ。民家の側溝には綺麗な水が大きな音をたてて流れている。水が綺麗で豊かなところには酒の醸造所が多いと聞いたが、ここも例外ではなく20号線の沿線に「笹一酒造」という醸造所がある。下山後の反省会では当所で醸造した酒を吟味したがなかなかの味であった。滝子山の標高は1620m、それほど高い山ではないが、登山口からの標高差は1,000ｍとかなり登らなければならない。登りは急勾配なところはほとんどなく、緩やかな傾斜を淡々と登っていく感じだ。山道は暫く雨が降った様子はなく、砂埃が激しい。殿を行く筆者は参加者の靴跡から巻き上げられる砂埃を拝しての山行となった。先頭は長谷川さんにお願いし、着実なパーティーの運行をお願いした。長年の経験と確りした判断に裏付けられた先導はパーティーのメンバーに安心感と余裕を与えた。登山道は今冬の大雪の影響を受け、いたるところに倒木が道を塞いでいた。また残雪が多く残りまだ山道に残っている箇所もあり登りづらい箇所が何か所も存在した。登り始めてから約4時間、途中昼食で15分の休憩を摂ったが、他然したる休憩もなく頂上に辿り着いた。頂上は思ったより狭く、休日の多くの登山客を包含するにはあまりにも手狭であった。幸い頂上からの遠望は然したる雲もなく、期待に違わず美しい多くの残雪を抱いた富士山が眼前に展開していた。頂上でクラブ旗を広げていつもの通りの集合写真を撮ったが、どこからともなく「おお～」という声が聞こえた。旗について感嘆を発したものだったが一瞬誇らしげな感じを味わった。頂上は込み合っていたので15分弱滞在後早々に下山を開始した。下山開始当初はかなりの急勾配を下山し始めたがそのうち緩やかな勾配となり再び淡々と下山を続けた。登山を開始してから約7時間後下山駅である初狩駅に到着した。かつては駅前に飲食店が開店していたようであるが今は面影がなく、当所での反省会の開催は断念し、隣駅の大月駅まで足を伸ばし反省会を開催した。駅前の馴染みの「月Café」で無事な下山と登頂を祝して乾杯し、滝子山山行を締めくくった。　　　　　　平成26年5月19日記
コースタイム








